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隔月会報紙 茨城とベトナム

茨城とベトナム茨城とベトナム
X i n  c h à o  い ば ら きX i n  c h à o  い ば ら き

２
０
２
２
年
度
事
業
報
告
書

２
０
２
２
年
10
月
23
〜
27
日
、

事
務
局
３
人
、
社
会
人
１
人
、

大
学
生
１
人
の
計
５
人
が
ベ
ト

ナ
ム
の
フ
エ
外
国
語
大
学
と
フ

エ
市
ア
ン
タ
イ
子
ど
も
の
家
に

訪
問
し
て
、
学
生
と
の
交
流
活

動
や
施
設
の
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
県
内
に
住
む
留
学
生
や
技
能

実
習
生
な
ど
、
ベ
ト
ナ
ム
人
を

含
む
外
国
人
約
４
百
人
に
食
料

支
援
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
例
年
の
事
業
内
容

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
の
た
め
に
実
施
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

活
動
決
算
書
・
貸
借
対
照
表
及

び
財
産
目
録

 

　
理
事
会
前
日
ま
で
の
決
算

内
容
で
審
議
の
上
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
会
計
年
度
終
了
の
５
月

末
日
ま
で
の
決
算
内
容
で
再
度

作
成
し
て
、
総
会
に
提
出
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
度
事
業
計
画
書
・

活
動
予
算
書

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
総
会
に
お

い
て
す
で
に
承
認
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
事
業
計
画
の
実
施
予
定

日
の
変
更
が
あ
り
、
修
正
し
た

計
画
書
を
総
会
に
提
出
す
る
こ

と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
に
つ
い
て

　
こ
の
度
、
監
事
の
栗
原
利
一

氏
が
勇
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
栗
原
氏
は
前
身
の
茨
城

県
連
合
会
に
入
会
後
、
２
０
１

３
年
理
事
に
就
任
、
15
年
監
事

に
就
任
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。

　
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
団
に
も
計
３

回
参
加
す
る
な
ど
、
本
会
発
展

の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
任
と
し
て
、
茗
渓
会
理
事

の
廣
田
則
夫
氏
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

定
款
変
更

　
監
事
の
定
数
、
理
事
や
特
別

職
の
表
記
を
現
状
に
合
わ
せ
て

変
更
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
審
議
後
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
事
務
局
よ
り
資
料
に
沿
っ
た

説
明
を
も
と
に
共
通
理
解
を
図

り
ま
し
た
。

第
25
次
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
団

　
　
　
９
月
11
日
〜
16
日

日
越
外
交
日
越
関
係
樹
立
50
周

年
記
念
講
演
会

　
　
　
10
月
以
降
開
催
予
定

第３回理事会を開催

今
期
限
り
で
勇
退
さ
れ
る
栗
原
氏

第
一
回
定
例
総
会
の
ご
案
内

日
時
　
６
月
24
日（
土
）午
前
10
時
〜

会
場
　
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
２
階

会
場
費
　
　
１
、０
０
０
円

懇
親
会
費
　
２
、０
０
０
円

　
昨
年
７
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
と

し
て
発
足
し
て
か
ら
最
初
の
定
例
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
会
員
の
方
々
に
事
前
に
郵
送
い
た
し
ま
し
た
２
０

２
３
年
度
の
議
案
書
を
ご
持
参
の
上
、
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
す

様
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
総
会
後
に
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
25
次
ベ
ト
ナ
ム
友
好
訪
問
団
の
お
知
ら
せ

　
昨
年
の
訪
問
団
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
最
小
限
の
人
数
で

の
訪
問
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
前
の
規
模
で
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
っ
て
参
加
希
望
の
方
は
友
好
協
会

事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
９
月
11
日（
月
）〜
16
日（
土
）

渡
航
先
　
ハ
ノ
イ
↓
フ
エ
↓
ホ
ー
チ
ミ
ン

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
は
５
月
16
日
、
第
３

回
理
事
会
を
開
き
、
理
事
長
ら
役
員
14
人
が
出
席
し
、
２
０
２
２

年
度
の
活
動
報
告
を
総
括
す
る
と
と
も
に
第
１
回
総
会
へ
向
け
て

の
提
案
議
題
な
ど
を
協
議
、
決
定
し
ま
し
た
。

　
山
口
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
議
長
に
池
田
副
理
事
長
を

選
出
し
、
次
の
よ
う
な
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

対
面
で
の
総
会
開
催
を
決
定



2023年 （令和5年）    5月15日

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
５
千
人
近

く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
留
学
生
に
よ
る

ダ
ン
ス
や
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
場
で
は
友
好
協
会
が
テ
ン
ト
を
３

張
り
出
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
衣
・
食
と
雑

貨
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
ベ
ト
ナ
ム
の

文
化
や
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
活
動
を
し
ま
し
た
。

留
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

　
筑
波
大
学
、
茨
城
大
学
、
常
磐
大
学
、

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
に
留
学
し
て
い

る
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
留
学
生
20
人
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
、
ス
テ
ー
ジ
で

の
歌
や
ダ
ン
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
や
雑

貨
販
売
に
協
力
し
ま
し
た
。

　
フ
エ
外
国
語
大
学
か
ら
常
磐
大
学
に

留
学
し
て
い
る
ホ
・
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
・
ジ
ュ

イ
さ
ん
は
「
た
く
さ
ん
の
人
に
ベ
ト
ナ

ム
を
紹
介
で
き
て
本
当
に
嬉
し
い
で

す
。
も
っ
と
も
っ
と
ベ
ト
ナ
ム
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
今
日
は
県
内
の

た
く
さ
ん
の
留
学
生
が
集
ま
っ
て
く
れ

て
す
ご
く
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

山
口
や
ち
ゑ
理
事
長
が
あ
い
さ
つ

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、山
口
理
事
長
が
「
日

本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
外
交
樹
立
50
周
年
を

迎
え
、
記
念
事
業
が
で
き
る
こ
と
を
と

て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は

県
内
の
大
学
に
留
学
中
の
ベ
ト
ナ
ム
人

学
生
も
大
勢
参
加
し
、
ア
オ
ザ
イ
試
着

体
験
や
ベ
ト
ナ
ム
料
理
、
雑
貨
の
販
売

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ

で
の
歌
や
踊
り
も
学
生
た
ち
が
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
県
内
の
み
な
さ
ん
に
ベ
ト
ナ

ム
の
よ
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム

友
好
協
会
は
県
内
で
外
国
人
労
働
者
へ

の
支
援
活
動
や
無
料
弁
護
士
相
談
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
９
月
に
は
学
生
や

訪
問
団
と
と
も
に
ベ
ト
ナ
ム
ハ
ノ
イ
、

フ
エ
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
を
訪
問
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

広げようベトナムの素晴らしさ

筑波大学のベトナム人留学生によるダンス

日
越
外
交
関
係
樹
立
50
周
年
記
念
事
業

　
５
月
21
日
、
水
戸
市
千
波
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場
で
、
公
益
社
団
法
人
水
戸
青
年

会
議
所
主
催
「
第
48
回
ち
び
っ
こ
ひ
ろ
ば
」
が
開
催
さ
れ
、
後
援
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
が
参
加
し
、
日
本
ベ
ト
ナ
ム
外
交
関
係
樹
立
50

周
年
を
記
念
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

左から山口理事長、ランチさん、ソン会長

歌
と
踊
り
で
会
場
を
盛
り
上
げ
た



2023年 （令和5年）    5月15日

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

前
ペ
ー
ジ
よ
り

　
ま
た
、
今
回
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
の
グ
エ
ン
・

ホ
ン
・
ソ
ン
会
長
も
あ
い
さ
つ
し
、
今

回
の
事
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

に
感
謝
し
、
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
理
事
の
中
川
喜
夫
さ
ん
、
今

木
周
平
さ
ん
の
家
族
も
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
料
理
を
満
喫

　
ベ
ト
ナ
ム
料
理
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
の
レ
・
バ

ン
・
タ
ン
さ
ん
の
お
店
１
２
３
Ｄ
Ｚ
Ｏ

（
モ
ッ
ハ
イ
バ
ー
ヨ
ー
）
が
協
力
し
、

本
場
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
柔
ら
か
め
の
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
に
お
肉

な
ど
の
具
材
を
挟
ん
だ
ベ
ト
ナ
ム
の
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
〝
バ
イ
ン
ミ
ー
〞
や
ベ
ト

ナ
ム
焼
肉
混
ぜ
麺
〝
ブ
ン
テ
ィ
ッ
ト
ヌ

ン
〞
揚
げ
春
巻
き
の
〝
チ
ャ
ー
ゾ
ー
〞

や
タ
ピ
オ
カ
抹
茶
ミ
ル
ク
な
ど
を
販
売

し
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
タ
ピ
オ
カ
ド
リ
ン
ク
を
飲
ん

だ
子
ど
も
や
、
ス
パ
イ
シ
ー
な
混
ぜ
麺

に
大
喜
び
の
来
場
者
か
ら
は
「
他
の
ベ

ト
ナ
ム
料
理
も
食
べ
て
み
た
い
」
「
ベ

ト
ナ
ム
に
行
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
料
理
を
楽

し
ん
で
み
た
い
」
と
好
評
を
博
し
て
い

ま
し
た
。

ア
オ
ザ
イ
試
着
体
験

　
ア
オ
ザ
イ
試
着
体
験
テ
ン
ト
で
は
、

１
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
約
80
人
が
参
加

し
、
会
員
の
千
葉
剛
さ
ん
に
も
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
家
族
連
れ
や
県
内
に
住
む
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア

メ
リ
カ
、
タ
イ
な
ど
の
人
が
、
初
め
て

ア
オ
ザ
イ
に
袖
を
通
し
、
嬉
し
そ
う
に

ポ
ー
ズ
を
決
め
て
は
写
真
を
撮
っ
て
い

ま
し
た
。「
男
性
用
の
ア
オ
ザ
イ
は
王
様

の
よ
う
だ
」「
女
性
の
ア
オ
ザ
イ
の
美
し

さ
に
驚
い
た
」「
ス
タ
イ
ル
よ
く
見
え
ま

す
」「
子
ど
も
に
着
せ
て
み
た
ら
と
て
も

か
わ
い
い
」
な
ど
少
し
興
奮
気
味
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
多
く
の
人
が
ノ
ン
ラ
（
ベ
ト
ナ
ム
の

傘
）
を
か
ぶ
っ
て
「
ぜ
ひ
一
度
ベ
ト
ナ

ム
に
行
っ
て
み
た
い
」「
ベ
ト
ナ
ム
は
面

白
そ
う
で
す
よ
ね
」
と
次
々
と
ベ
ト
ナ

ム
に
つ
い
て
の
質
問
が
飛
び
交
い
ま
し

た
。

雑
貨
刺
繍
の
美
し
さ
が
話
題
に

　
埼
玉
県
の
後
藤
信
昭
さ
ん
の
協
力
で

ベ
ト
ナ
ム
雑
貨
の
販
売
を
し
ま
し
た
。

　
刺
繍
の
綺
麗
な
バ
ッ
グ
や
小
袋
に
み

ん
な
目
を
止
め
て
い
ま
し
た
。
少
数
民

族
の
特
徴
の
あ
る
織
物
で
作
ら
れ
た
ポ

シ
ェ
ッ
ト
な
ど
を
購
入
す
る
若
者
も
多

か
っ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

留
学
生
が
お
手
伝
い
し
て
く
れ
ま
し
た
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2023年 （令和5年）    5月15日

私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

少
子
化
が
問
題
視
さ
れ
る
今
日

　
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
で
き

る
環
境
整
備
の
遅
れ
、
結
婚
・

出
産
に
対
す
る
価
値
観
の
変

化
、
子
育
て
に
対
す
る
負
担
感

の
増
加
、
経
済
的
問
題
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
か
ら
日
本
の

少
子
化
が
今
日
、
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
出
生
率
低
下
に
伴
う
人
口
減

少
は
経
済
に
与
え
る
影
響
が
大

き
く
、
労
働
力
不
足
は
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
で
企
業
説
明
会

　
株
式
会
社
セ
キ
シ
ョ
ウ
キ
ャ

リ
ア
プ
ラ
ス
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム

国
内
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
位
置

す
る
大
学
と
連
携
し
、
現
地
の

学
生
向
け
企
業
説
明
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
意
欲
の
あ
る
優
秀
な
学
生
の

採
用
や
、
日
本
企
業
・
日
系
企

業
で
働
き
た
い
学
生
と
交
流
で

き
る
機
会
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
ベ
ト
ナ
ム
人
は
日
本
人
と
近

い
価
値
観
を
持
っ
て
い
て
、
ま

た
、
各
大
学
の
受
け
入
れ
体
制

が
整
っ
て
い
る
こ
と
、
高
度
な

技
術
を
持
っ
て
い
る
学
生
が
多

い
こ
と
も
魅
力
で
す
。

　
参
加
大
学
は
、
Ｉ
Ｔ
な
ど
に

強
い
、
フ
ァ
ニ
カ
大
学
、
ハ
ノ

イ
工
科
大
学
、
ハ
ノ
イ
国
家
大

学
、
日
越
大
学
、
ハ
ノ
イ
貿
易

大
学
、
ハ
ノ
イ
国
家
大
学
電
話

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
大
学
な
ど
10
大

学
か
ら
、
日
本
語
も
堪
能
な
学

生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
外
で
も
多
く
の
企
業
が

ベ
ト
ナ
ム
人
を
高
度
人
材
と
し

て
採
用
し
、
す
で
に
技
術
者
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
活
躍
し
た
い
と
意
欲

を
持
つ
学
生
の
採
用
は
企
業
に

と
っ
て
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
セ
キ
シ
ョ
ウ
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ス
で
は
、
毎
年
11
月
に
ハ
ノ
イ

で
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
を
開
催
し
、

現
地
で
企
業
説
明
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
企
業
の
新
た
な
取
り

組
み
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

事
務
局
に
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
友
好
協
会
で
事
務
局
の
新
し

い
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
今
年
の

一
月
か
ら
一
緒
に
仕
事
を
し
て

い
る
、
鉾
田
市
在
住
の
平
沼
稚

　
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
イ
ズ
オ
ン
省

出
身
の
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
ト
ゥ

イ
・
ク
ィ
ン
さ
ん
は
、
現
在
株

式
会
社
セ
キ
シ
ョ
ウ
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ス
の
海
外
事
業
課
に
勤
務

し
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
大
学
に
通
っ
て
い
た

先
輩
に
日
本
で
の
様
々
な
情
報

を
聞
き
、
高
校
卒
業
後
大
阪
の

日
本
語
学
校
で
学
び
、
茨
城
大

学
を
受
験
し
ま
し
た
。

　
大
学
時
代
は
関
彰
育
英
会
の

奨
学
金
や
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

の
奨
学
金
を
受
け
勉
学
に
励
み

ま
し
た
。

　
明
る
く
前
向
き
な
ク
ィ
ン
さ

ん
は
「
茨
城
は
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
場
所
で
す
。
私
は
た

く
さ
ん
の
恩
恵
を
茨
城
か
ら
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
縁
の

あ
っ
た
関
彰
商
事
株
式
会
社
や

茨
城
に
私
に
で
き
る
こ
と
を
お

返
し
し
た
い
と
思
い
、
関
彰
で

働
き
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
10
月
に
現
在
の
セ
キ
シ
ョ
ウ

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ス
に
移
り
、
現

在
は
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
な
ど
の
営

業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
プ
ロ
の
営
業
マ
ン
に
な
っ
て

お
客
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
人
に

な
り
た
い
」
と
ク
イ
ン
さ
ん
。

今
後
の
活
躍
を
ぜ
ひ
応
援
し
て

い
き
た
い
で
す
。

people

子
さ
ん
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
を
学
び
、
情

報
処
理
の
ス
キ
ル
が
高
く
、
パ

ソ
コ
ン
操
作
が
苦
手
な
事
務
局

に
あ
っ
て
即
戦
力
で
す
。

　
友
好
協
会
に
所
属
し
て
一
番

の
変
化
は
ベ
ト
ナ
ム
料
理
に
は

ま
っ
た
こ
と
。
中
で
も
バ
イ
ン

ミ
ー
が
お
気
に
入
り
で
す
。

　
事
務
局
の
新
メ
ン
バ
ー
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高
度
人
材
と
し
て
の
ベ
ト
ナ
ム
人
採
用

セ
キ
シ
ョ
ウ
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ス
の
取
り
組
み

茨
城
に
恩
返
し
を

株
式
会
社
セ
キ
シ
ョ
ウ
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ス

グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
イ
・
ク
ィ
ン
さ
ん
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　
富
田
学
長
は
30
年
ほ
ど
国
連
で
働
き
、

現
在
は
常
磐
大
学
・
常
磐
短
期
大
学
の
学

長
と
し
て
、
ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
県
の

教
育
委
員
と
し
て
学
生
、
若
者
教
育
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
県
内
市
町
村

　
現
在
茨
城
県
内
に
は
７
万
８
千
人
近
い

外
国
人
が
生
活
し
て
お
り
、
人
口
の
約

２
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
外
国
人
の
割
合
が
多
い
の
は
①
常
総
市

②
鉾
田
市
で
、
３
番
目
に
多
い
八
千
代
町

は
人
口
の
６
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
さ
ら
に
県
内
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
ん
で
い
く
こ
と
か
ら
、
増
加
す
る
外
国

人
と
の
関
わ
り
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら

捉
え
て
、
多
文
化
共
生
を
考
え
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
の
略
称
で
、

持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世
界
を
創
る
た
め

の
国
際
社
会
共
通
の
17
種
類
の
目
標
。

　
無
く
な
ら
な
い
紛
争
、
貧
困
、
気
候
変

動
や
環
境
の
悪
化
な
ど
、
未
来
社
会
に
つ

い
て
の
強
い
危
機
感
に
よ
り
、
２
０
１
５

年
９
月
、
１
５
０
人
を
超
え
る
国
家
元
首

や
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
が
国
連
の
持
続
可
能

な
開
発
サ
ミ
ッ
ト
に
参
集
し
、
国
際
社
会

共
通
の
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
「
２
０
３

０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
を
全
会
一
致
で
採
決
し

た
も
の
で
す
。

　
目
的
は
貧
困
撲
滅
、
経
済
、
社
会
、
環

境
分
野
を
包
括
的
に
網
羅
し
、
２
０
３
０

年
を
年
限
と
す
る
世
界
の
全
て
の
人
が
取

り
組
む
べ
き
課
題
（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア

ジ
ェ
ン
ダ
）
で
す
。

N
o one left behind.

（
誰
も
取
り
残
さ

な
い
）
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
謳
う
多
文
化
共
生
社
会

　
多
文
化
共
生
社
会
は
、
人
々
の
多
様
性

（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）
を
尊
重
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
、
富
田
学
長
は
話
し
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
地
球
市
民
と
し
て
、
と

も
に
そ
の
地
域
で
生
活
す
る
外
国
人
の
文

化
的
違
い
や
多
様
性
を
尊
重
し
て
い
く
こ

と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
10
番
目
の
目
標
「
人
や
国
の
不

平
等
を
な
く
そ
う
」
で
は
年
齢
、
性
別
、

障
害
、
人
種
、
民
族
、
出
自
、
宗
教
、
経

済
的
地
位
そ
の
他
の
状
況
に
関
わ
り
な

く
、
す
べ
て
の
人
々
の
能
力
強
化
及
び
、

社
会
的
、
経
済
的
、
政
治
的
な
包
含
を
促

進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生

　
外
国
人
が
増
え
る
中
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
支
援
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
自
治
体
や
外
国
人
が
集
ま
る
宗
教
施

設
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
を
活
用
し

た
相
談
体
制
の
整
備
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
を
活
用
し
た
生
活
情
報
の
多
言

語
化
、
日
本
語
教
育
の
推
進
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
、
教
育
機
会
の
確
保
適
正
な
労
働

環
境
の
確
保
な
ど
の
生
活
支
援
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
受
け
入
れ
地
域
に
お
け
る
多
様
性
尊
重

の
意
識
啓
発
や
、
外
国
人
住
民
の
社
会
参

加
の
促
進
、
外
国
人
と
の
連
携
・
協
働
に

よ
る
地
域
活
性
化
が
、
よ
り
一
層
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
で
紐
解
く
多
文
化
共
生
社
会

常
磐
大
学
の
富
田
学
長
が
八
千
代
町
で
講
演

　
４
月
16
日
、
八
千
代
町
多
文
化
共
生
マ
ン
ス
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、
常
磐
大
学

の
富
田
敬
子
学
長
が
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
紐
解
く
多
文
化
共
生
社
会
」
と
題
し
講
演
を
行

い
、
八
千
代
町
の
野
村
勇
町
長
を
は
じ
め
40
人
近
い
住
民
や
、
町
の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
Ｙ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
、
近
隣
の
国
際
交
流
団
体
関
係
者
な
ど
が
集
ま
り
ま
し
た
。

八
千
代
町
マ
ン
ス
リ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
講
演
す
る
富
田
学
長
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　
今
年
度
の
人
事
異
動
に
伴
い
、
関
彰

商
事
株
式
会
社
事
業
開
発
課
の
課
長
ら

が
友
好
協
会
事
務
局
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
４
月
19
日
、
関
彰
商
事
の
湯
本
祐
一

専
務
取
締
役
、
総
合
企
画
部
事
業
開
発

課
荒
木
清
俊
課
長
、
安
達
結
衣
氏
、
ダ

ン
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
イ
・
ヴ
ィ
氏
が
異
動

の
あ
い
さ
つ
友
好
協
会
事
務
所
を
訪
れ

ま
し
た
。

　
荒
木
課
長
は
ベ
ト
ナ
ム
ハ
ノ
イ
に
あ

る
セ
キ
シ
ョ
ウ
ベ
ト
ナ
ム
に
、
創
設
当

時
か
ら
７
年
間
勤
務
し
、
ベ
ト
ナ
ム
語

も
堪
能
で
す
。

　
ま
た
、
安
達
さ
ん
は
ジ
ェ
ト
ロ
茨
城

に
出
向
し
た
経
験
が
あ
り
、
お
ふ
た
り

は
ベ
ト
ナ
ム
情
勢
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
見

識
が
あ
り
、
今
後
の
ベ
ト
ナ
ム
と
の
友

好
発
展
に
、
多
く
の
助
言
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
落

ち
着
き
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流
も
活
発

に
な
っ
て
来
て
い
る
今
日
、
新
た
な
交

流
を
目
指
し
、
連
携
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ピ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

タ
イ
、
韓
国
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
パ
キ
ス

タ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
が
、
上
位
に
ラ
ン
キ

ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
近
年
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
増
加
が
顕
著
で
す
。

外
国
人
向
け
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

　
不
法
滞
在
者
の
数
も
多
い
茨
城
県
で

す
が
、
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
抑
止
の
た
め

県
警
で
は
現
在
、
外
国
人
に
向
け
て
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
設
し
、
や
さ
し

い
日
本
語
で
県
内
の
情
報
を
提
供
し
、

日
本
人
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
自
転
車
で
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
や
、

無
免
許
運
転
の
取
り
締
ま
り
、
危
険
箇

所
や
、
季
節
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
事
件
が
起
こ
っ
て
か
ら
で
は
な
く
、

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
見
回
り
や
啓
発
な

ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
友
好
協
会
も
県
警
と
の
情
報
交
換
を

密
に
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
人
を
は
じ
め
県

内
在
住
外
国
人
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

連
携
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
４
月
17
日
、
茨
城
県
警
察
本
部
国
際

捜
査
課
の
関
さ
ん
が
友
好
協
会
事
務
所

を
訪
れ
、
県
警
の
取
り
組
み
や
、
外
国

人
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
少
子
化
な
ど
の
理
由
も
あ
り
、
茨
城

県
の
人
口
は
他
県
同
様
に
減
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
し
か
し
、
茨
城
県
が
極
端
な
人
口
減

に
な
っ
て
い
な
い
の
も
事
実
で
、
一
説

に
は
県
内
に
住
む
外
国
人
の
数
が
増
加

し
て
い
る
た
め
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
県

内
に
外
国
人
の
数
が
増
え
て
き
て
い
る

の
も
現
状
で
す
。

県
内
在
留
外
国
人
の
増
加

　
県
内
に
は
ベ
ト
ナ
ム
人
が
最
も
多
く

在
住
し
て
い
ま
す
が
、
中
国
、
フ
ィ
リ

関
彰
商
事
、事
業
開
発
課
が
訪
問

茨
城
県
警
、国
際
捜
査
課
と
意
見
交
換

　
茨
城
県
内
在
住
外
国
人
の
犯
罪
や
、
問
題
を
減
ら
す
た
め
に
、
情
報
交
換
と
協
力
体

制
の
構
築
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

左
か
ら
荒
木
課
長
、ヴ
ィ
さ
ん
、
安
達
さ
ん

た
く
さ
ん
の
外
国
人
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
と

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
紹
介
す
る
関
さ
ん
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私
た
ち
は
友
好
親
善
の
懸
け
橋

会
報
紙
の
発
行
を
応
援
し
ま
す

　
留
学
生
は
４
月
に
茨
城
県
の
そ
れ
ぞ

れ
の
大
学
に
入
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
減
少
に
伴
い
、
４
月
か
ら

大
勢
の
留
学
生
が
、
各
大
学
や
日
本
語

学
校
で
の
生
活
を
始
め
て
お
り
、
技
能

実
習
生
も
数
多
く
入
国
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
の
生
活
が
ス
タ
ー
ト

　
日
本
で
の
生
活
や
会
話
な
ど
、
ま
だ

ま
だ
緊
張
し
て
い
て
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
多
い
と
話
す
留
学
生
た
ち
で
す

が
、
常
磐
大
学
の
ジ
ュ
イ
さ
ん
は
「
ベ

ト
ナ
ム
友
好
協
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

ベ
ト
ナ
ム
の
お
店
で
食
事
を
し
た
の

が
、
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
留

学
生
の
日
本
で
の
生
活
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
と
話
し
ま
し
た
。
日
本
で
ベ
ト
ナ

ム
料
理
を
食
べ
た
の
で
、
み
ん
な
が
ベ

ト
ナ
ム
に
い
る
よ
う
な
感
じ
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
日
の
食
事
は
と
て
も
美
味

し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
支
援
の
品
を

も
ら
い
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
く

て
、
み
ん
な
で
大
喜
び
し
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

茨
城
で
し
っ
か
り
勉
強
し
、
友
好
協
会

の
み
な
さ
ん
と
た
く
さ
ん
交
流
し
て
、

茨
城
の
よ
さ
を
た
く
さ
ん
知
り
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
元
気
に
話
し
ま
し
た
。

各
大
学
で
留
学
生
が
来
日

　
９
日
に
は
茨
城
大
学
に
留
学
中
の
フ

エ
外
国
語
大
学
か
ら
の
留
学
生
、
フ
ァ

ム
・
オ
ア
イ
・
バ
オ
さ
ん
、
タ
・
ミ

ン
・
ア
イ
ン
さ
ん
、
ハ
ノ
イ
大
学
か
ら

の
留
学
生
ヴ
・
テ
ィ
・
ト
ゥ
イ
・
リ
ン

さ
ん
、
ヴ
ォ
・
テ
ィ
・
ゴ
ッ
ク
・
ア
イ

ン
さ
ん
と
交
流
会
を
行
い
、
支
援
物
資

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
バ
オ
さ
ん
と
ア
イ
ン
さ
ん
は
昨
年
、

友
好
協
会
の
訪
問
の
時
、
青
年
部
の
下

山
田
麟
太
郎
さ
ん
と
交
流
し
て
お
り
、

茨
城
で
会
う
の
を
非
常
に
楽
し
み
に
し

て
い
た
と
話
し
ま
し
た
。

大
学
間
の
交
流
も
活
発
に

　
茨
城
大
学
学
務
部
国
際
交
流
課
の
武

田
由
美
子
課
長
に
よ
る
と
、
現
在
30
人

以
上
の
留
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
戻
っ

て
き
て
お
り
、
夏
休
み
に
か
け
て
ベ
ト

ナ
ム
で
の
短
期
研
修
な
ど
も
計
画
さ
れ

て
い
る
な
ど
、
交
流
の
機
会
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
友
好
協
会
の
イ
ベ
ン
ト
や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
予
定
し
、
交
流

を
深
め
て
行
き
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
留
学
生
と
の
交
流
会

茨
大
、茨
キ
リ
、常
磐
大
か
ら
８
人
参
加

　
５
月
３
日
、
茨
城
県
内
の
大
学
に
交
換
留
学
し
た
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
学
生
５
人
が
、

水
戸
の
ベ
ト
ナ
ム
料
理
店
に
集
ま
り
、
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
の
は
フ
エ
外
国
語
大
学
か
ら
茨
城
大
学
に
留
学
し
て
い
る
タ
・
ミ
ン
・
ア

イ
ン
さ
ん
、
常
磐
大
学
に
留
学
中
の
ホ
・
ヴ
ィ
エ
ッ
ト
・
ジ
ュ
イ
さ
ん
、
ホ
ー
チ
ミ
ン

の
大
学
か
ら
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
に
留
学
し
て
い
る
ド
ー
・
ワ
ン
・
タ
イ
・
チ
ュ
ッ

ク
さ
ん
、
レ
・
テ
ィ
・
タ
イ
ン
・
ヒ
エ
ン
さ
ん
で
す
。
ま
た
、
友
好
協
会
会
員
の
千
葉

剛
さ
ん
、
友
好
協
会
事
務
局
か
ら
村
田
事
務
局
長
、
平
沼
さ
ん
ら
が
参
加
し
、
お
米
な

ど
の
食
料
品
を
支
援
し
、
日
本
で
の
生
活
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
料
理
で
留
学
生
と
交
流

左
か
ら
バ
オ
、
ア
イ
ン
、
ア
イ
ン
、
リ
ン
さ
ん
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■
新
入
会
員

▽
吉
井
安
幸（
小
美
玉
市
）▽
小
森
谷
局
子

（
水
戸
市
）▽
鈴
木
義
久（
水
戸
市
）▽
酒
井

慎
介（
古
河
市
）▽
酒
井
邦
子（
古
河
市
）

▽
社
会
福
祉
法
人
ほ
ほ
え
み
会
平
澤
雅
男

（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）敬
称
略

　
５
月
６
日
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
外

交
樹
立
50
周
年
を
記
念
し
、
県
内
在
住

の
ベ
ト
ナ
ム
人
45
人
と
友
好
協
会
の
メ

ン
バ
ー
ら
を
含
め
総
勢
60
人
あ
ま
り
が

参
加
し
、
鉾
田
市
で
い
ち
ご
農
家
を
営

ん
で
い
る
檜
山
正
美
さ
ん
の
協
力
を
受

け
、
い
ち
ご
狩
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
友
好
協
会
の
山
口
や

ち
ゑ
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
し
「
今
年
は

ベ
ト
ナ
ム
と
の
外
交
樹
立
50
周
年
の
年

で
す
。
県
内
に
は
大
勢
の
ベ
ト
ナ
ム
人

が
企
業
や
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。
今
日
は
こ
う
し
て
み
な
さ

ん
と
い
ち
ご
狩
り
を
通
し
て
交
流
が
で

き
、
と
て
も
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。
ぜ

ひ
楽
し
い
し
ひ
と
時
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
在
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
を
代
表

し
て
、
ひ
た
ち
な
か
市
在
住
の
ア
ン
ト
ゥ

さ
ん
が
「
友
好
協
会
の
み
な
さ
ん
の
協

力
を
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
県
内

で
頑
張
っ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
の
み
な
さ

ん
と
集
ま
れ
て
非
常
に
嬉
し
い
。
安
全

に
気
を
つ
け
て
楽
し
い
時
間
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
で
も

あ
っ
た
た
め
、
ベ
ト
ナ
ム
人
家
族
が
大

勢
参
加
。
子
ど
も
た
ち
は
自
分
た
ち
が

準
備
し
た
箱
を
手
に
大
喜
び
で
い
ち
ご

を
摘
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
の
安
島
チ
ン
さ
ん

は
「
い
ち
ご
狩
り
を
み
ん
な
と
て
も
楽

し
み
に
待
っ
て
い
ま
し
た
。
茨
城
県
に

住
む
ベ
ト
ナ
ム
人
は
、
こ
の
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
体
験
が
で
き
て
、
茨
城
県
ベ

ト
ナ
ム
友
好
協
会
に
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
子
供
た
ち
は
自
分
の
手
で
い

ち
ご
を
摘
み
、
食
べ
る
こ
と
が
出
来
て

大
喜
び
で
し
た
。
い
ち
ご
狩
り
が
、
み

ん
な
の
励
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
来
年

も
楽
し
み
だ
と
、
も
う
今
か
ら
話
し
て

い
ま
す
」
と
感
想
を
寄
せ
、ま
た
、レ
・
チ
・

ト
ゥ
イ
さ
ん
は
「
友
達
と
一
緒
に
檜
山

農
園
で
、
茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会

の
み
な
さ
ん
と
い
ち
ご
狩
り
を
体
験
出

来
て
、
よ
か
っ
た
で
す
。
新
鮮
で
美
味

し
い
い
ち
ご
を
摘
み
な
が
ら
日
本
人
の

方
々
と
楽
し
く
お
話
し
出
来
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
楽
し
み
を
味
わ
い
ま
し
た
。

茨
城
県
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
の
方
々
、

檜
山
農
園
の
方
々
、
一
緒
に
い
ち
ご
狩

り
に
参
加
の
方
々
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
参
加
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
人
協
会
主
催
い
ち
ご
狩
り

外
交
樹
立
50
周
年
記
念
し
友
好
協
会
が
協
力

ベトナム人の子どもたちもいちごを頬張り大喜び
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